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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非圧縮符号化によりデジタル変換された第１のオーディオデータを記録した第１の光デ
ィスクと、圧縮符号化によりデジタル変換された第２のオーディオデータを記録した第２
の光ディスクとを再生可能な光ディスク再生装置であって、
　前記第１の光ディスクから前記第１のオーディオデータを抽出し、また、前記第２の光
ディスクから前記第２のオーディオデータを抽出するデータ抽出手段と、
　再生する光ディスクの種別を判別する光ディスク識別手段と、
　前記データ抽出手段によって抽出された前記第２のオーディオデータを非圧縮符号化に
よるデジタルデータへ変換する符号化変換手段と、
　前記データ抽出手段から出力されるデジタルデータに対し、前記符号化変換手段を経由
せずに出力するか、前記符号化変換手段を経由して出力するか、を選択する中継手段と、
　圧縮符号化されたデジタルデータの再生に対応している外部装置に対して圧縮符号化さ
れたデジタルデータを出力するために、前記符号化変換回路を経由しないで出力されるデ
ータを出力することを指定する出力データ指定手段と、
　前記データ抽出手段から出力されるデジタルデータを自己同期形データに変換する同期
化データ変換手段と、
　前記自己同期形データを外部装置に出力するための出力端子と、
前記光ディスク識別手段の識別結果と前記出力データ指定手段の指定とに基づいて、前記
中継手段を制御する制御手段と、を備え、
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　前記制御手段は、
（ｉ）前記再生する光ディスクが前記第２の光ディスクであって、前記出力データ指定手
段が圧縮符号化されたデジタルデータを出力することを指定している場合には、前記中継
手段に対して前記符号化変換手段を経由しないで前記デジタルデータを前記出力端子から
前記外部装置に出力する制御をし、
（ｉｉ）前記再生する光ディスクが前記第２の光ディスクであって、前記出力データ指定
手段が圧縮符号化されたデジタルデータを出力することを指定しない場合には、前記中継
手段に対して前記符号化変換手段を経由して前記デジタルデータを前記出力端子から前記
外部装置に出力する制御をし、
（ｉｉｉ）前記再生する光ディスクが前記第１の光ディスクの場合、前記出力データの指
定状態にかかわらず、前記中継手段に前記データ抽出手段から出力されたデジタルデータ
を中継出力させることを特徴とする光ディスク再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、異なる符号化を受けたオーディオ信号が記録されている複数種類の光ディスク
を再生可能な再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）から読み取った非圧縮符号化されたオーディ
オ信号であるリニアＰＣＭ信号を、伝送に伴う信号の劣化を少なくするために、バイフェ
ーズ変調などの変調方式を用いてデータ伝送に適した自己同期形のデータへ変換する同期
化データ変換手段としてのデジタルＩ／Ｆ（インタフェース）エンコーダ回路を介して、
デジタルデータのままＣＤプレーヤに接続された後続ユニット、例えばアンプに転送し、
アンプ側でリニアＰＣＭ信号に復調し、この復調したデジタル信号をアナログ信号に変換
した後、スピーカを駆動するオーディオシステムが公知である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、次世代の光ディスク媒体として注目されているＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉ
ｄｅｏ　Ｄｉｓｋ）には、最近の音楽情報の高品位化の要請に応えるべく、高音質マルチ
チャンネルデジタル音声を高能率符号化（圧縮符号化）して記録するフォーマットを採用
しても良いことになっている。
【０００４】
一方、ＣＤとＤＶＤは同じ光ディスクであり、基本的な読み取り原理が同じであるため、
この両方の光ディスクを再生可能な再生装置の実現が期待されている。この際、再生装置
の小型化や、既に普及している従来のユニットの利用、接続の容易性を考慮すると、デジ
タル伝送をするための出力端子構成（デジタルＩ／Ｆエンコーダ回路及び出力端子）をＣ
Ｄの再生とＤＶＤの再生とで共用化できれば好都合である。ところが、ＣＤとＤＶＤでは
オーディオ信号に対して異なる符号化方法が採用されているので、出力端子構成を共用化
すると、アンプなどの後続ユニットには、伝送されるデータの符号化の種類を識別する手
段を有することが必要になる。従来のユニットには、この様な識別手段が存在しないので
、伝送されるデータは全てリニアＰＣＭ信号に符号化されているものとして復号処理を行
っていた。したがって、圧縮符号化されたデータ信号が伝送された場合には適正な復号処
理が成されないために、ノイズとなってしまうという問題があった。
【０００５】
そこで、本発明の目的は、デジタル伝送するのに必要となるデジタル音声信号の出力端子
構成を共用化した際に、圧縮符号化されたオーディオ信号には対応できない既存のアンプ
等の後続ユニットでも不具合無く接続可能となる光ディスク再生装置を提供することにあ
る。
【０００６】
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【課題を解決するための手段】
　本発明における光ディスク再生装置は、非圧縮符号化によりデジタル変換された第１の
オーディオデータを記録した第１の光ディスクと、圧縮符号化によりデジタル変換された
第２のオーディオデータを記録した第２の光ディスクとを再生可能な光ディスク再生装置
であって、前記第１の光ディスクから前記第１のオーディオデータを抽出し、また、前記
第２の光ディスクから前記第２のオーディオデータを抽出するデータ抽出手段と、再生す
る光ディスクの種別を判別する光ディスク識別手段と、前記データ抽出手段によって抽出
された前記第２のオーディオデータを非圧縮符号化によるデジタルデータへ変換する符号
化変換手段と、前記データ抽出手段から出力されるデジタルデータに対し、前記符号化変
換手段を経由せずに出力するか、前記符号化変換手段を経由して出力するか、を選択する
中継手段と、圧縮符号化されたデジタルデータの再生に対応している外部装置に対して圧
縮符号化されたデジタルデータを出力するために、前記符号化変換回路を経由しないで出
力されるデータを出力することを指定する出力データ指定手段と、前記データ抽出手段か
ら出力されるデジタルデータを自己同期形データに変換する同期化データ変換手段と、　
前記自己同期形データを外部装置に出力するための出力端子と、前記光ディスク識別手段
の識別結果と前記出力データ指定手段の指定とに基づいて、前記中継手段を制御する制御
手段と、を備え、前記制御手段は、（ｉ）前記再生する光ディスクが前記第２の光ディス
クであって、前記出力データ指定手段が圧縮符号化されたデジタルデータを出力すること
を指定している場合には、前記中継手段に対して前記符号化変換手段を経由しないで前記
デジタルデータを前記出力端子から前記外部装置に出力する制御をし、（ｉｉ）前記再生
する光ディスクが前記第２の光ディスクであって、前記出力データ指定手段が圧縮符号化
されたデジタルデータを出力することを指定しない場合には、前記中継手段に対して前記
符号化変換手段を経由して前記デジタルデータを前記出力端子から前記外部装置に出力す
る制御をし、（ｉｉｉ）前記再生する光ディスクが前記第１の光ディスクの場合、前記出
力データの指定状態にかかわらず、前記中継手段に前記データ抽出手段から出力されたデ
ジタルデータを中継出力させることを特徴とする。
【０００７】
【作用】
　本発明によれば、第１の光ディスクに記録された非圧縮符号化によってデジタル変換さ
れた第１のオーディオデータと、第２の光ディスクに記録された圧縮符号化によってデジ
タル変換された第２のオーディオデータとが抽出手段によって抽出される。第２のオーデ
ィオデータは、符号化変換手段によって非圧縮符号化データに変換される。中継手段は、
データ抽出手段から出力されるデジタルデータに対し、符号化変換手段を経由せずに出力
するか、符号化変換手段を経由して出力するか、を選択する。この際、（ｉ）再生する光
ディスクが第２の光ディスクであって、かつ、圧縮符号化されたデジタルデータを出力す
ることが前記出力データ指定手段により指定されている場合には、中継手段に対して符号
化変換手段を経由しないでデジタルデータを出力端子から外部装置に出力する制御をし、
（ｉｉ）再生する光ディスクが第２の光ディスクであって、かつ、圧縮符号化されたデジ
タルデータを出力することが前記出力データ指定手段により指定されていない場合には、
中継手段に対して符号化変換手段を経由してデジタルデータを出力端子から外部装置に出
力する制御をする。
　また、本発明によれば、再生する光ディスクが第１のディスクである場合には、出力デ
ータ指定手段による出力データの指定状態にかかわらず、抽出手段の出力が中継出力され
同期化データ変換手段に出力される。
【０００８】
【実施例】
以下に、本発明の実施例を図面を参照しながら詳細に説明する。
図１において、１は再生すべき光ディスク、２は光ピックアップ、３は光ディスク１に所
定の記録変調にて記録されたオーディオデータを抽出すると共にエラー訂正などの所定の
復調処理を成すデータ復調回路、４はＤＶＤに記録されている圧縮符号化されたオーディ
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オデータ（以下、圧縮符号化データと称す。）をＣＤに記録される非圧縮符号化されたオ
ーディオデータ（以下、非圧縮符号化データと称す。）と同じ非圧縮符号化データに変換
するための符号化変換回路、５は後述する制御信号に応じて復調回路３の出力データと符
号化変換回路４の出力データとを選択的に同期化エンコーダ回路６へ中継出力するスイッ
チ、６は入力されたデータをシリアル伝送する際に適したバイフェーズ符号などの自己同
期形の符号化データに変換するためのデジタルＩ／Ｆエンコーダ回路、７は出力端子、８
はＣＰＵ，９はテンキーや選択ボタンなどからなる入力キーである。
【０００９】
例えばＥＦＭなどの所定の変調方式で光ディスク１に記録された記録信号は、光ピックア
ップ２によって読み取られ、データ復調回路３に供給される。データ復調回路３は読み取
った記録信号に対して復調処理及びエラー訂正等を施して、光ディスク１がＣＤの場合に
は非圧縮符号化データを抽出し、ＤＶＤの場合には圧縮符号化データを抽出する。抽出さ
れた各符号化データは、エンコーダ回路６への中継手段であるスイッチ５の一方の固定端
Ａに供給されると共に、符号化変換回路４に供給される。一方、データ復調回路３は光デ
ィスク１に記録されたディスク識別信号や音声の識別信号を抽出し、ＣＰＵ８及び符号化
変換回路４に供給する。符号化変換回路４は、データ復調回路３から供給されるディスク
識別信号が現在再生中の光ディスクがＤＶＤであることを示す時、ＤＶＤに記録されてい
る圧縮符号化データをＣＤに記録される非圧縮符号化データと同じ符号化データに変換し
、スイッチ５の他方の固定端Ｂに供給する。スイッチ５は、ＣＰＵ８からの後述する制御
信号に応じて、固定端Ａ，Ｂに供給される符号化データを選択的にデジタルＩ／Ｆエンコ
ーダ回路６へ供給すべく中継する。デジタルＩ／Ｆエンコーダ回路６は、入力された符号
化データをシリアル伝送する際に適した、例えばバイフェーズ符号の様な、伝送すべきデ
ータにセルフクロック成分が含まれる自己同期型のデータに符号化し、これを図示しない
アンプなどの外部ユニットに出力するための出力端子７に供給する。ＣＰＵ８は、データ
復調回路３から供給されるディスク識別信号，オーディオ情報及び入力キー９から入力さ
れる外部ユニットへの出力データの指定情報に基づいて、スイッチ５の切換え動作のため
の制御信号を生成する。
【００１０】
次に、図２を用いて本実施例の光デイスク再生装置における音声信号の処理動作について
詳述する。なお、再生対象ディスクは再生位置に載置され、スピンドル制御、フォーカス
制御、トラッキング制御などの再生準備動作は既に成されているものとする。
【００１１】
まず、再生準備動作が成された状態で、ＣＰＵ８は、スイッチ５の切換え位置を固定端Ａ
側にする制御信号を出力する（ステップＳ１）。ついで、データ復調回路３から与えられ
るディスク識別信号を読取り（ステップＳ２）、ディスクの種類がＣＤを示す場合にはス
テップＳ６に移行しそのまま演奏を開始する。スイッチ５は固定端Ａに接続されているの
で、演奏の開始と共にエンコーダ回路６にはＣＤから抽出した非圧縮データであるリニア
ＰＣＭ信号が供給され、出力端子７からは自己同期化されたシリアルデータが外部ユニッ
トに出力される。
【００１２】
一方、ＤＶＤを示す場合には、ステップ４に移行する（ステップＳ３）。ステツプ４では
、入力キー９から、外部装置へ出力する符号化データを圧縮データとすることを指定する
指定信号が入力されているか否かを判定し、入力されていない場合（ステップＳ４；Ｎｏ
）にはステップ５に移行して、外部ユニットに非圧縮符号化データを出力するべくスイッ
チ５を固定端Ｂ側に切り換える制御信号を出力する。次いでステップ６に移行し演奏を開
始する。スイッチ５は固定端Ｂに接続されるので、演奏開始とともにエンコーダ回路６に
は、符号化変換回路から、ＤＶＤより抽出した圧縮データをＣＤと同じリニアＰＣＭ信号
に変換したオーディオデータが供給され、出力端子７からは非圧縮符号化データを自已同
期化したシリアルデータが外部装置に出力される。このように、入力キー９から入力され
る指定信号が無い場合には、ＣＤとＤＶＤの演奏に応じてスイッチ５は固定端ＡとＢを交
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期化したシリアルデータが出力される。
【００１３】
一方、ステップ４において指定信号の入力が有る（ステップＳ４；Ｙｅｓ）と判定された
場合には、ステップ６に移行する。つまり、ステップ５のスイッチ５の固定端Ｂへの切換
え制御動作が実行されないので、エンコーダ回路には圧縮符号化データが供給され、出力
端子７からは圧縮符号化データを自己同期化したシリアルデータが出力されることになる
。このように、通常はＣＤの場合には固定端Ａを選択し、ＤＶＤの場合には固定端Ｂを選
択するが、ＤＶＤであっても、指定信号が有る場合には、スイッチの固定端Ａを強制的に
選択する構成としたので、後続ユニットに圧縮符号化データの復号化処理機能の有る無し
に拘らず単一の出力端子７に後続ユニットを接続することが可能となる。
【００１４】
なお、ＤＶＤに複数の符号化が成されたオーディオデータが混在して記録される場合には
、図３に示すように、ステップ２´でオーディオデータの種別を示すオーディオ情報をＤ
ＶＤから読取り、読み取ったオーディオ情報に基づいてステップＳ３１において現在再生
中のオーディオデータが非圧縮符号化データか圧縮符号化データかを判定し、非圧縮符号
化データである場合にはステップ６に移行し、圧縮符号化データである場合にはステップ
５に移行するように制御すれば良い。
【００１５】
【発明の効果】
以上に説明したように、本発明は、通常はＣＤの場合には固定端Ａを選択し、ＤＶＤの場
合には固定端Ｂを選択するが、ＤＶＤであっても、指定信号が有る場合には、スイッチの
固定端Ａを強制的に選択する構成としたので、圧縮符号化データの復号化処理機能が有る
無しに拘らず後続ユニットを接続することが可能となり、単一の出力端子構成を採用する
ことができる。つまり、復号処理機能を有する後続ユニットを接続する場合でも、有さ無
い後続ユニットを接続する場合でも、デジタル伝送をするための出力端子構成を共用化で
きるので、特に、再生装置の小型化や、後続ユニットとの接続の容易性を考慮しなければ
ならない場合には、好都合である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の光ディスク再生装置のブロック図である。
【図２】図１のブロック図におけるスイッチ５の切換え動作を制御するＣＰＵ８の動作を
示すフローチャートである。
【図３】ＤＶＤに複数の符号化が成されたオーディオデータが混在して記録された場合の
、スイッチ５の切換え動作を制御するＣＰＵ８の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１・・・・・　光ディスク
２・・・・・　光ピックアップ
３・・・・・　データ復調回路
４・・・・・　符号化変換回路
５・・・・・　スイッチ
６・・・・・　エンコーダ回路
７・・・・・　データ出力端子
８・・・・・　ＣＰＵ
９・・・・・　入力キー
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